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研究成果の概要（和文）：本研究は、プルードンの社会理論を、プルードンの出身地であるフランス・フランシュ＝コ
ンテ地方の農村の慣行との連続性の中で捉えようというものである。実際、プルードンの唱えた所有論や無償信用論な
どは、実はプルードンが理論を提示する前からフランシュ＝コンテ地方の農民の間で慣行として行われてきたものであ
り、しかもその慣行を通じてフランシュ＝コンテ地方は農業を現代経済に適合させてきたのであった。このように、プ
ルードン理論は、過去の理論なのではなく、今日の農民の経済戦略の中に具現化しているのであり、そこにプルードン
理論の現代における可能性がみられるのである。

研究成果の概要（英文）：This study aims at examining the social theory of French socialist Proudhon 
through comparison with the customary social practice of peasants in the socialist’s motherland, 
Franche-Comte. In fact, what Proudhon presented in his study on the property rights and the gratuitous 
credit was already in practice among these peasants in the first half of the 19th century, before the 
Proudhonien theorization. Furthermore, agriculture in Franche-Comte has been modernized through these 
‘communitarian’ customs. Therefore, Proudhonien ideas are not something belonging to the past, but 
living in modern peasant economic strategies. Here, we find the possibility of the Proudhonien theory in 
the modern society.

研究分野：農村社会研究

キーワード： プルードン　フランシュ＝コンテ地方　労働所有論　アソシエーション　土地所有
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

 プルードンの思想は従来、谷川稔らの社会

史的研究や何人かの思想史的研究を別にす

ればほとんどマルクスとの関係で議論され、

しかもその多くの場合は否定的な評価がな

されてきた。しかし他方で近年は、ゲゼルの

地域通貨論や共有資源（コモンズ）が注目さ

れるなか、プルードンも改めて注目され、プ

ルードン理論の現代市場社会の諸問題解決

への有効性を論じる議論が生まれつつある。 

 ところで、従来の研究ではプルードン理論

が持つ社会的意味を、プルードンがその理論

を育んだ、故郷のフランシュ＝コンテ農村社

会を参照することで、明らかするという試み

は、全くなされてこなかった。しかし、若き

日のプルードンがどのように社会理論を構

想したのかという問題は、どのような社会的

環境のなかに身を置いてどのような現実を

見ていたのかという問題と不可分であるは

ずである。 

 こうしてみると興味深い事実に気がつく、

すなわち、プルードンが唱えた所有論や無償

信用論は、実は、19世紀のフランシュ＝コン

テ農村の社会慣行と極めて類似していると

いうことである。さらに、フランシュ＝コン

テ地方のそうした社会慣習が非市場社会的

特徴を持ち続けていることから、さまざまな

批判にも関わらずプルードン理論は、実は農

村社会の実態をよく反映した極めて現実的

な理論であり、当時における実際的な非市場

的社会システムの提案だったのではないか

とも考えられる。また、似たような慣行はフ

ランスのみではなく他の非ヨーロッパ農村

社会にもしばしば見られるということであ

る。他方でプルードン理論は資本主義社会批

判の理論でもあるため、農村の諸慣行が現代

資本主義社会に生きる我々になんらかの新

たな方向性を示すのではないかという可能

性を示している。実際、フランシュ＝コンテ

社会は、19世紀以降の市場社会化に際して中

世以来の共同体的社会慣行が重要な役割を

果たして現在に至っているが、このことは、

プルードンらの 19 世紀の社会主義者が理想

を託した、アソシエーションの可能性を現代

において証明しているものと読むことがで

きる。 

 本研究では、いままでの思想史的研究と、

農村史研究や社会学・人類学のフランシュ＝

コンテ社会研究の成果を総合し、プルードン

理論を現実の農村社会の歴史的社会的コン

テクストの中に位置づけて再評価し、あわせ

てゲゼルなどプルードンの影響を受けた論

者の議論も踏まえて、このプルードン理論と

実際の農村社会との関係が現代社会に与え

る展望を検討する。 

 

２．研究の目的 

 

 19世紀の思想家プルードンの社会理論（所

有論、無償信用論、アソシエーション論など）

には、彼の出身地フランシュ＝コンテ地方の、

当時の社会的現実や中世以来の社会慣行が

反映されていると考えられる。そこで本研究

では、農村史研究や社会学・人類学のフラン

シュ＝コンテ社会研究の成果を総合し、プル

ードン理論を現実の農村社会の歴史的社会

的コンテクストの中に位置づけて再評価す

ることで、プルードン理論と実際の農村社会

との関係が現代社会に与える展望を検討す

ることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

 本研究は、プルードン理論（特にその所有

論、無償信用論、および「経済的諸矛盾の体

型」等の初期から中期の議論）と、19世紀の

フランシュ＝コンテ農村の社会システムを

付き合わせ、さらには現代の途上国の社会状

況をも参照することで、プルードン理論の意



味を検討する。フランシュ＝コンテ農村や途

上国農村の状況については、種々の報告書や

研究文献を検討するほか、研究代表者自身が

行ってきた農村調査のデータも活用する。 

 

４．研究成果 

 

（１）プルードン理論の社会的背景 

 思想家として活躍する前に、プルードンは

編集者として仕事をしていたことがあった

が、その際に森林の分割に関する訴訟に関わ

り、その訴訟文書の作成に携わったことがあ

った。この訴訟は、高地ジュラにあった広大

なラ・オート・ジュー（La Haute-Joux）の森

林に関して、その領主であったアーレンベル

ク公が、その半分を周辺の自治体へ払い下げ

るにあたって、その森林の自治体間での分割

方法を巡って行われたものであった。この訴

訟文書を分析したクロード＝イザベル・ブル

ロ（Claude- Isabelle Brelot）は、青年プルード

ンが所有の問題について深く関わりそれに

ついて考え始めたのは、この訴訟がきっかけ

だったと指摘する。この地方では森林は、そ

の土地の所有者にかかわらず隣接する村の

人々が生活のために森林資源を自由に活用

する、アフアージュという慣習的な権利を持

っていたが、この慣習は明らかにプルードン

の所有論と極めて類似したものであった。 

 同様に、プルードンの所有論に近い農民慣

習として、収穫の終わった土地に関しては土

地所有者の権利が一時的に反故にされ、村の

人すべてに土地が解放されるという、北フラ

ンスで広く見られる共同放牧の慣行がある。

中世にさかのぼるこの慣習は、私的所有権を

ないがしろにするとして、知識人や領主たち

から批判され、近世以降、相次いで廃止され

ていったが、フランシュ＝コンテ地方におい

ては、領主からも農民からも、利益があると

して共同放牧の存続が訴えられ、農業人口の

減少と農業経営の集約化が進んだ 1950 年代

まで続けられた。この共同放牧の根底には

「労働投下の成果は労働を投下したものの

所有となるが、それ以外のものを人が所有す

ることは正当化できない」というアフアージ

ュと同じ論理が、その農民的正義を基礎付け

ていた。 

 19 世紀のフランシュ＝コンテ農村はまた、

フリュイティエールと呼ばれる独特のチー

ズ生産組合の急速な発展によって特徴付け

られるが、このチーズ生産組合の組織原理も

また、同じ原理に基礎を置いている。このチ

ーズ組合は、牛乳を生産したここの農民がそ

の牛乳を持ち寄って、大きなグリュイエー

ル・タイプのチーズを作るための組合であり、

貨幣経済の浸透とともに特に 18 世紀から急

速に各村で設立されていったものであり、フ

ランシュ＝コンテ農業を資本主義経済に適

応させる鍵となり、今日でもフランシュ＝コ

ンテ農業の主要な柱となっている。そしてそ

の根底の組織原理も、各農家は自分の生産し

た牛乳の分だけ報酬を得るという、共同放牧

を支える論理と同じ論理に基づいている。19

世紀には一時期、チーズ生産組合は有力農家

が不当に自分の利益を得ようとしたが、しか

しそれに対して他の農民たちは大きく反発

し、結局、有力農家が不当な利益を得ること

ができないようなシステムに改められてい

ったが、この有力農家による不当な利益は、

プルードンが「所有は盗みである」と述べた

事態と正確に対応している。 

 また、当時のフランシュ＝コンテ農村は、

貨幣経済が徐々に浸透していたとはいえ、農

村内部ではまだ非貨幣的な財の循環が見ら

れたが、こうした財の循環は、プルードンが

無償信用として理論化しようとした経済活

動そのものとはいえないまでも、プルードン

はこうした慣習的経済の中に、資本主義の問

題に対する回答を見出していたということ

ができる。 

 このような、フランシュ＝コンテ農村の



種々の慣習とプルードン理論との連続性は、

プルードンが農民たちの行動を観察し、その

中に資本主義の問題に対処する方法の端緒

を見出したことを示している。 

 

（２）プルードン理論と農民的正義 

 プルードンは、社会システムだけでなく、

その根底にある「社会的なるもの le social」

のあり方も検討し、「相互性」「均衡」といっ

た諸概念を提示した。そしてプルードンはさ

らに『革命と教会における正義』において、

この概念から出発して種々の社会的概念と

社会関係の創出を論じている。この相互性や

均衡は、フランシュ＝コンテ農村社会の人間

関係の基礎に関わっており、人びとの行動を

規制する「妬み」「礼儀ただしさ」といった

文化コードなどによって実現されている。そ

してこのように秩序づけられた人間関係が、

一定の意見の形成を促し、公共空間を基礎付

けている。 

 

（３）今日のフランシュ＝コンテ社会とプル

ードン理論 

 今日のフランシュ＝コンテ農村は、19世紀

半ばから大きく変化している。人口は大きく

減少し、農業はヨーロッパ共通農業政策の枠

の中におかれている。とはいえ、農民の実際

の行動は、今でもプルードンの時代と同じ労

働所有論的原則に従っている。その一つの例

が、農民の土地取引の例である。すでに共同

放牧は 1950 年代には姿を消したが、均等相

続により各地に分散した土地を適切なとこ

ろに配置するために、農民は様々な土地取引

戦略を展開するが、その際に原則となるのは、

この労働所有論的な原則なのである。また、

チーズ生産組合は今日でもフランシュ＝コ

ンテ農業の鍵となっているが、その組織原理

もやはり 19世紀のままなのである。 

 また、興味深いことに、フランシュ＝コン

テのチーズ生産組合では、小規模の組合の方

が良い経済パフォーマンスを示している。こ

れは、一見、規模の経済に反する現象のよう

に見えるが、しかし個々の農民同士の「礼儀

正し」く相互的な社会関係の上に立った、民

主的な意思決定を基礎としているチーズ生

産組合においては、規模の大きさは取引費用

の増大とそれによる内的コントロールの緩

みを招き、それによって生産活動は非効率的

となるのである。このようなアソシエーショ

ンにとって規模が必ずしも有利に働くとは

言えないことも、すでにプルードンが指摘し

ていたことであった。 

 しかしながら、他方で、プルードン理論の

19世紀的限界も明らかになる。プルードン理

論の労働所有論的原則と類似した所有論に

基づく組織論は、今日の企業組織論の基礎理

論の一つである、アルチアン＝デムゼッツの

企業組織論にも見えるが、この現代の企業組

織論では、分割不可能な財の問題が議論され

ているが、この点はプルードンのアソシエー

ション論では十分には分析されてはいなか

った。また、同様にプルードンの所有論では

財と所有主体とが１対１で結びつけられる

という近代主義的前提が貫かれているが、今

日の所有論では所有の重合性が指摘されて

おり、今日のフランシュ＝コンテ農村や途上

国の農村でも、そうした重合性が資源利用に

おけるアンチ＝コモンズの悲劇を回避する

メカニズムとして機能している。 

 

（４）途上国の貧困削減とプルードン理論 

 フランシュ＝コンテの農民の間に見られ

る労働所有観は、実はフランスだけではなく、

アフリカ、東南アジア、北アメリカなど、世

界各地の伝統的農村社会にも見られるもの

である。このことは、プルードン理論がこれ

らの地域の農村開発に示唆を与える可能性

を示している。世界各地で進行しているラン

ド・グラビングは、こうした労働所有観的慣

行を否定するものであるため、農民的正義に



反しているだけでなく、アンチコモンズの悲

劇を引き起こし、農村経済の適切な機能性を

損なうことになる。 

 ただし、すでに見たような欠陥を持つため、

プルードン理論をそのまま当てはめること

はできない。これらの土地でも所有権は重合

的となっている。こうしたことから、現代の

農村問題を考える際には、プルードン理論の

可能性に着目しつつも、プルードン以降の知

見をさらに取り入れた理論の発展を試みる

必要がある。 
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